平成20年度第5回理事会議事録
日時　　　平成20年9月19日（土）　11:00 ～ 17:00

会場　　　フォーシーズ本社　会議室

参加者　　占部副会長、国見理事長、奥村理事、丸田理事、丹羽理事、濱田理事

　　　　　仲野理事、矢野理事、河内理事、榊原理事、牟田口理事

欠席者　　濱本副理事長、荒川理事

議事録　　牟田口　　　　確認者　奥村理事（西日本）、丸田理事（東日本）

1. 第40回全日本OP級選手権の準備状態の説明（丹羽理事）と質疑

〇　既に大会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞが立ち上がっている。

〇　NORの変更箇所の説明

4-4 　カテゴリーCの大会である旨の申請が終わっていない為、濱田理事より

JSAF担当者へ申請を行うこと。

6-6　「コーチ、チームリーダー、保護者は、JSAF会員であること～」

　　　より、「保護者」をこの対象から除外する。

    〇　ディビジョン分けについて、昨年同様にマスト、ブーム、スプリットへの

　　　　カラーテープ貼付け方式を採用する。

　　　　→　逆光時の「青」「緑」の識別が困難だった。「白」を採用してはどうか

　　　　　　との意見も出た。

    〇　ＯＰ協会と契約を交わす上で、名古屋ジュニアにも運営主体に加わって欲しい。

　　　　→　愛知県ヨット連盟と調整する。

    〇　帆走指示書を2週間以内にアップロードする予定である。

    〇　「レース公示（NOR）案」を、JSAFからの了承後、「案」をはずす。

    〇　海上計測の要項については、荒川理事と調整しアップロードする。

    〇　現在のところ、申込者はいない。

    〇　申込書の裏面に、参加費振込み済み用紙のコピーを貼り付ける様にすれば

　　　　会計担当者は、楽になるのでは？という案が出された。

    〇　懇親会は、ラグーナ蒲郡に決定。浅野会長の新艇は、大会には間に合う予定。

　　　　既に、ラグーナ側の受け入れ態勢は整えている。

    〇　大会パンフレットの表紙デザインは、ピザーラが作成したものを使用する。

　　　　会長挨拶内容と広告は、国見理事長より丹羽理事へ送る。

    〇　大会横断幕や各クラブピンク旗等の一式も国見理事長より丹羽理事へ送る。

    〇　チャーター艇は、４艇を用意している。（内訳は、韓国２艇、沖縄２艇）

　　　　確認事項として韓国チームのエントリー費用はなし。その他宿泊費用等の実費については、支出されないものとする。

    〇　10月に入ってピザーラ担当者が現地視察を行う予定。丹羽理事が立ち会う。

２．2009年選考会について

     〇　神奈川県連主催により、江ノ島ヨットハーバーにおいて行うことが決定した。

     〇　開催日としては、3月20日（金）～23日（月）としたい。
３．2009年全日本大会について

     〇　沖縄より開催の意向が伝えられたが、ハーバー等の施設面の不備などを考慮し、今回は見送ることとする。

     〇　神奈川県連より2009年全日本を江ノ島にて開催したい意向が発表され、承認された。運営は、神奈川県連を予定。
　　〇　開催日は、2009年10月31日（土）～11月3日（火）の予定。

４．東西選手権の報告

　　〇　東日本選手権について

· 予定の全レースを行った。

· 本年初めて採用されたグループ分けについて、いくつかの検討事項も出たが混乱もなく無事に大会を終了した。

· 9月28日までに決算書が出る予定。

　　〇　西日本選手権について

· 予定の全レースを行い、無事に大会を終了した。

· 東西のレース方式について互いに見学を行ったら如何かという意見が出た。

５．総会に向けて

     〇　理事公募について

· 国見理事長、仲野理事が退任の意向。

・ 西日本地区より1名、東日本地区より1名立候補希望者有り。
　　〇　総会資料は、10月17日前後に全国の評議員へ配送予定。その為に各部会長は、報告書等関係書類を国見まで早急に送って欲しい。

　　〇　来期の予算書については、本年の実績を参考に作成して欲しい。

　　〇　決算書の作成が終わったところで適当な期日を決めて、監事からの監査を受けることとする。

６．「スポーツ拠点作り事業構想」について

　　　　2009年度スポーツ拠点化構想に基づき、別府市がすでに国へ申請書を提出している。総会時に、その内容について濱本副理事長からの説明をする。

· 広島市からも同様の申請が国へ提出されている。（濱田理事）

７．「正月強化合宿」について

　　　　次期理事会と佐賀県ヨットハーバーとの協議を進めて、普及や強化に向けた合宿が実現するように希望する。

８．来期の体制について

　　　　速やかに理事長以下各担当を決定すること。また、その際には、各担当における仕事量に著しい偏りがないよう充分に考慮し、人事を決めること。

９．江ノ島ジュニア資格停止処分、オペレーションスタッフ除名の件について

　　　　来年6月に2年間の資格停止の終了期日が来るため、理事会を代表して国見理事長がこの件についての「提案書」を作成し、総会時に発表する。

10．レース日程について

　　　　2009年レース日程表を、ＯＰ協会のホームページに掲載する。また、日程が決まっていないレースについては、それが決定され次第、濱田理事まで連絡すること。

11．本年全日本大会出場枠の繰り下げについて（確認事項）

　　　　現在163名のレース及びクラブ出場枠があるが、140名を下回る出場辞退者が出ない限り、次点者への繰り下げ枠は発生しない。

12. 表彰について

〇　9月21日に行われる「祝勝会」において、当協会の表彰規定に則り、

本年世界選手権で女子優勝した若林選手、国別順位4位を獲得したワールドチーム４名を表彰する。

〇　本年全日本大会表彰式においてワールドチーム５名に「年間優秀選手賞」を授与することとする。

13.　「日本ＯＰ協会40周年誌」の作成について

　　　　　20,30周年誌は発刊済みであるため、次期理事会で検討、作成して欲しい。

14. 　文部科学省SSF（スポーツエイド）事業について

　　　　　奥村理事より本年度の事業報告があった。

